
Q9-10 3 ファイル形式の移転価格文書について 

台湾は経済協力開発機構（OECD）のメンバーではありませんが、OECD の BEPS プロジェクトについて研

究し、BEPS のコンセプトを順次制度化し、取り入れています。移転価格に関しては、BEPS プロジェクトのう

ち行動計画 13（移転価格文書化および国別報告書の実施に関する指針）を受けて、2017 年 11 月 13 日移

転価格監査準則が改定され、国別報告書（Country by Country Report,”CbCR“）、マスターファイル（Master 

file,”MF“）、およびローカルファイル（従来の移転価格報告書）の３ファイル形式の移転価格文書の作成およ

び提出が義務づけられました（移転価格監査準則第 21 条から第 22 条の 1）。以下の表に示すセーフハー

バー基準により一定の規模未満の場合は作成・提出が免除されますが、基準を上回る場合は国別報告書

やマスターファイルの提出が必要となります。 

 

 

 


